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答
　
固
定
資
産
税
の
代
替
的
性
格

を
基
本
と
し
、
基
地
周
辺
の
整
備
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
資
金
と
し

て
使
用
し
ま
す
。

火
災
報
知
器
・
防
火

シ
ャ
ッ
タ
ー
の
稼
働
点
検

問
　
消
防
設
備
保
守
点
検
委
託
料

で
、
火
災
報
知
器
や
防
火
シ
ャ
ッ

タ
ー
等
に
つ
い
て
稼
働
が
可
能
で

あ
る
か
点
検
し
て
い
る
の
か
。

答
　
点
検
が
遅
れ
て
い
る
所
も
あ

り
ま
す
が
、
指
摘
を
受
け
た
箇
所

は
直
し
て
い
き
ま
す
。

市
営
大
井
プ
ー
ル
　
　
　

管
理
委
託

問
　
開
設
前
の
プ
ー
ル
清
掃
の
場

に
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
が
立
ち

合
っ
た
の
か
。

答
　
衛
生
管
理
者
の
免
許
を
持
っ

た
現
場
責
任
者
が
い
ま
し
た
。

学
校
施
設
の
使
用
方
法

問
　
学
校
施
設
を
登
録
団
体
に
使

用
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
旧
大
井
・

旧
上
福
岡
で
方
法
に
違
い
が
あ
る
。

市
民
の
使
い
や
す
い
方
法
に
統
合

で
き
な
い
か
。

答
　
運
営
委
員
会
等
の
会
合
で
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
焼
却
施
設

問
　
上
福
岡
清
掃
セ
ン
タ
ー
焼
却

施
設
点
検
整
備
工
事
の
結
果
は
。

答
　
劣
化
し
た
火
格
子
、
周
り
の

レ
ン
ガ
、
コ
ン
ベ
ヤ
ー
等
を
補
修

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
初
期
性

能
に
は
及
び
ま
せ
ん
が
、
通
常
必

要
と
す
る
能
力
ま
で
に
改
良
で
き

ま
し
た
。

来
年
度
予
算
の
見
直
し

問
　
経
常
収
支
比
率
の
改
善
に
当

た
っ
て
は
、
扶
助
費
や
公
債
費
の

削
減
は
不
可
能
と
思
う
が
、
来
年

度
予
算
に
向
け
て
ど
の
部
分
を
見

直
す
の
か
。

答
　
各
団
体
補
助
金
の
見
直
し
は

行
な
っ
て
い
ま
す
。
人
件
費
は
退

職
者
分
の
半
数
程
度
を
新
採
用
と

し
抑
制
し
ま
す
。

問
　
パ
ソ
コ
ン
等
の
保
守
管
理
委

託
料
の
額
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
。

答
　
行
財
政
改
革
の
中
で
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。

大
井
通
信
所
の
　
　
　
　

助
成
交
付
金

問
　
国
有
提
供
施
設
等
所
在
市
町

村
助
成
交
付
金
に
つ
い
て
、
大
井

通
信
所
周
辺
住
民
へ
の
説
明
は
。

　合併後初めての決算特別委員会が、９月５日・８日に

開催されました。平成17年10月１日の合併時から平成

18年３月末までのふじみ野市の一般会計決算ほか、特
※

別会計決算など６件が審査され、認定されました。経常

収支比率（合併前の旧市町分を含んだ１年間の決算とした場

合）が99.7％（平成16年度旧市町合算分94.7％）であり、

財政の硬直化はさらに進み深刻な状況です。

※経常収支比率とは？　財政構造の弾力性を判断する比率
で、70〜80％が標準的とされ、80％を超えると財政構造が
硬直化していると言われている。
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